
【檜山管内】 「憩いと学び」の学校図書館（乙部町立乙部中学校）

図書担当教諭が、生徒・教職員のために、将来についての本、行事

に役立つ本、調べ学習に役立つ本など、多様な図書を取り揃えていま
す。図書館の本を活用した授業では、生徒の主体的・対話的で深い学
びの実現に向けて「フィッシュボウル※」という手法を取り入れてい
ます。要点を伝える・理解することが重要なこの活動は、読んだ内容
を要約してカードを作る「おすすめ図書」、朝学習の「ヨミトレ」、
オリジナル新聞づくりなどとも連動し、生徒の読解力を育んでいます。

充実した資料により授業を支える学校図書館

乙部中学校の図書館は２階のオープンスペースにあるため、憩いの場
となっており、異学年交流も盛んです。生徒の発案で、読書意欲向上に
向けた「図書館利用増加キャンペーン」を実施しており、本を借りれば
借りるほど素敵なしおりがもらえます。しおり獲得者をポスターにして
掲示するなど、１年を通して全校的な盛り上がりにつながっています。
おすすめ本の紹介カードで制作する「図書の木」や、図書館の本を活

用した「チャレンジ学習」も、学習委員会の生徒主体で運営しています。

生徒が主体となったアイディア豊富な図書館運営

休み時間には、生徒も先生も図書館へ

フィッシュボウルの様子
※フィッシュボウル（金魚鉢）のように円になって、対話の内容を参加者全員で共有するための方法論。立場の異なる参加者が、
お互いの観点を理解し、傾聴することを促進できる。（有福英幸（2022）「フィッシュボウル」『授業力＆学級経営力』No.147 明治図書出版）

【留萌管内】本に親しむきっかけが広がる図書館（羽幌町立羽幌小学校）

羽幌小学校では、学校司書が中心となり、利用しやすい学校図書館づ

くりを進めています。祝日やオリンピックなど季節の話題に関連した本

を展示した特集コーナーが図書館内に複数あるほか、調べ学習用図書や

課題図書を集めて配架したり、司書による本の紹介カードを本棚に添え

たりするなど、子どもたちが本に親しみやすい環境が整えられています。

学校司書による環境整備

地域と連携した、読書に親しむ機会を広げる取組

子どもたちがたくさんの本の中から自分の読みたい本を選ぶ

「ブックフェスティバル」を、町立中央公民館図書室の蔵書や道立

図書館の市町村活動支援事業による図書貸出しを活用して、毎年開

催しています。また、「北海道子ども読書応援団」にも登録してい

る地域の読み聞かせ団体が、月に２～３回、定期的に読み聞かせを

実施しており、学校と地域が連携しながら、子どもたちが本を楽し

み、主体的に読書に向かう意欲を支える取組を行なっています。


